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カウンセ リングに関す る前稿(1986)で 、筆 者は進 路相談 にお ける統 合 的 な 「キャ リ

ア ・カウ ンセ リン グ」の 重要性 を強調 し、 それ の有 力 な方法論 と して行動 カウ ンセ リン

グ(behavioralcounseling)を 採 り上 げて若干 の展望 を試 み たが、本 研究 で は行 動 カウ

ンセ リングの特徴 を把握 して、他 の立場 の カ ウンセ リングお よび学 習諸理 論 との関連 性

を検討 しなが ら、進路相 談 にお け る行 動 カウ ンセ リン グの機能 につ いて考察 して い きた

い 。

1.行 動カウンセ リングの本質 と進路相談

行動 カウ ンセ リングは、行動療 法(behaviortherapy)の 発想 を修 正 し応用 した もの

で あって、行 動主義 の学 習理 論 を適 用 して展 開 され るカ ウンセ リング活動 で あ り、 クラ

イエ ン トに今 まで とは異 なった 、 よ り望 ま しい行動 を習得 させ るため に、従 来の カ ウン

セ リングや 学習 関係の 技法 を組 み合 わせ て、 カウ ンセ リン グ効果 を高 め よ う とす る もの

で あ る。
　　

行 動 カ ウンセ リン グの 基本的 前提 と して、古 市裕一(1980)は 、つ ぎの3つ の考 え方

を挙 げて い る。

(1)人 間の行動 の大部 分 は、物理 的 ・社 会的 環境 にお け る学 習(1earning)を 通 して獲

得 され た もの であ り、 また それ は環境 内 の刺激 条件、 強化 随伴 条件 に よ りコン トロー

ル され て いる。

(2)不 適 応行 動は 、不適切 な行 動の 学習 、適切 な行動 の 未学習 、 あ るいは不 適切 な刺

激条件 ・強化 随伴 条件 に よる コン トロー ル な どに由来す る もので あ る。 したが って、

(3)不 適 応行 動 の除去 は、不適 切 な行 動 の学 習 除去(unlearning)、 適切 な行 動 の学

習、環 境 の刺激 条件 ・強化 随伴 条件 の調 整 な どに よって達 成 され る。行 動 カ ウンセ ラ

ーの役 割 は、 クライエ ン トの学 習や学 習解 除の援 助 、環 境諸 条件 の調整 な どで あ る。
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カウ ンセ リン グ過程 の 中 で、 カ ウンセ ラー は クラ イエ ン トに望 む行 動 目標 の達成 を援

助 す る ため に、 クラ イエ ン トの 目標 を明確 に し、最 適 の技 法 を選 択 、採 用 して、 クラ イ

エ ン トの行 動変 容 ・修正 へ の働 きか け を積 極 的 に行 う。 したが って、 こ こではつ ね に ク

ラ イエ ン トの学 習 活動へ の動 機づ け(motivation)を 高め 、望 ま しい行動 を強化 しそれ

を獲 得 させ て、 クライエ ン トの環 境 を組 織 的に 改変 して い くこ とに主 力が 注が れ る。
ヨ 　

学校 カ ウンセ リン グの一般 的 目的 につ い て、Gelatt,H.B。(1962)は 、 クラ イエ ン ト

が将 来 なすべ き意 志決 定(decisionmaking)に 備 え、 その能 力 を高め るため に、 クラ イ

エ ン トに意志 決定 の機 会 を十分 に設 け るこ と としてい るが、行 動 カウ ンセ リン グの提 唱
　 ミ

者 であ るKrumboltz,J.D.とBaker,R,D.(1973)は 、 行動 カウ ンセ リン グの 目的 につ

いて、 クラ イエ ン トの行動 を変容 させ 、望 ま しい行 動 を定着 させ て 、それ を拡 大 させ る

とと もに、望 ま し くな い行 動 を消去 させ て変容 ・改善 をはか るこ とで あ るが、 「その基本

的 な点 は、 クラ イエ ン トが 自ら賢 明 に意志 決定 を学 習す るこ とにあ る。 クラ イエ ン トが

適 切 にひ とつの 進路 決定 を行 った とか、進 路計 画 を樹立 した とかで は まだ不十 分 で あ っ

て、 クライエ ン トは さ らにそのプ ロセ ス を十分 に描 くこ とがで きなけれ ば な らない。何

故 な らば 、 クライエ ン トが将 来他 の 重大 な決定 を迫 られ た と き、 同 じよ うな意志 決定 の

仕 方 を用 い る こ とが大 い にあ りうるか らで あ る。」 と述べ て いる。
ら ヂ

またKrumboltzとSchroeder,W.W.(1965)は 、行 動 カウ ンセ リン グを従来 の行動

療 法 と対 比 させ なが ら、進路 上 の意志 決 定 に関 して問題 を もつ 生徒 をは じめ、学 業成 績

につ い て過 度 の高 い要求 水 準 を示す 生徒や 、 強 い内 向的性格 の 生徒 な どに対 す る カウ ン

セ リン グ実 践例 を挙 げ て、 カウ ンセ ラーや 一般 教 師 が 日常対 象 とす るよ うな問題 を もつ

生徒へ の援 助 技法や 治療 効 果 にっ いて述 べ 、行動 カウ ンセ リングの適 用 を拡 大 す る こ と

を薦 め て い る。

進 路相 談 にお け る クラ イエ ン トの意志 決 定 に対 す る援助 は、特性 因子論 的 カ ウンセ リ

ン グ(trait-factorcounseling)に お け る認知 的 問題解 決 の視点 との類 似性 が一 見認 め ら

れ るが 、行動 カウ ンセ リングの場 合は 、後述 の よ うな学 習理論 を基礎 として展 開 され る

点 に大 きい特 色がみ られ る。

2.行 動 カ ウ ンセ リングの技 法

行動 カウンセ リングにおいては、援助や治療のために、 クライエ ン トが現に当面 して

いるすべての問題は、抽象的表現でな く客観的に観察することがで きる具体的行動 レベ

ルに言い換 えられ る。 まず カウンセラーは、 クライエ ン トの当面問題 となっている行動

を挙げて、それぞれの行動の起 こる場面の特徴 、行動 と関係 のあるクライエン トの身体

的ならびに認知的 ・情緒的条件 と、行動の頻度、持続性、強度お よび結果について詳細

に検討 し、つ いで概括的な援助 目標 をたて る。 さらに、それ を具体的行動のレベ ルで単
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純な要素 に細分 して、それぞれの形成、除去または変容のための下位 目標を設定 し、連

鎖化を進める。 こうして単純で変化 させやすい行動か ら、変化が困難な複雑な行動へ と、

順序 よ く格付けを行い、易か ら難へ徐 々に変化 させ うるようなスモール ・ステップ スの

手法によって、最終 目標である複合的行動の習得 を達成 しようとする。 また、同時 にし

ば しば起 こる対 人場面での不安感や回避行動の除去、 自己表現行動の形成などへの援助

も行われる。

行動カウンセ リングでは、面接の場面は学習の場 と解 されるため、 クライエン トの学

習の進展が問題解決 を促進 させ ると考えられる。 したがって、面接 中に クライエ ン トが

どの程度効果的に学習を進め ることがで きるかは、重要なポイン トとなる。そこでカウ

ンセ リング技法の重点は、効果的学習のための条件づ くりと学習活動の効率化に置かれ、

クライエン トの学習意欲や新 しい経験への欲求や 自己観察 ・自己統制が重視 され る。

クライエ ン トの望 ましい行動に対 しては、快刺激(賛 意、是認、賞賛、歓声、音楽、

飲食物、 リクライニング ・シー トなど)を 与え、大 いに強化 してその 自発頻度を高め、

クライエン トの行動の変容をはか り、望 ましくない行動に対 しては、罰 ・嫌悪刺激(不

快刺激)を 与 えた り、従来存在 した快刺激を与 えなかった りしてその 自発頻度を減少 さ

せていって消去する。そ して強化 ・罰の基準は、徐々に変化させ ながら最終の行動 目標

の達成 を目指す。その間、 クライエ ン トはよ く目標 を自覚 し、たえず 自己修正 ・自己評

価 を重ねて、自己探究の動機づ けを高めてい く。上述の強化 ・罰の手続 きとその結果 を

表示すれば、表1の 通 りである。

　　

表1強 化 ・罰 の手続 きとその結 果(古 市裕 一、1980)

手 続 き 反応の 自発頻度

強 化

快 刺 激 随 伴

(正 の 強 化)
上 昇

嫌 悪 刺 激 撤 去

(負 の 強 化)

罰
嫌悪 刺激 随伴

低 下
快 刺 激 撤 去

一

以上 の過程 におい て好 ま しい結果 を得 るための カ ウンセ ラーの効果 的手 順 は、つ ぎの

通 りで ある。

(1)強 化 と消 去 を相互 関連 的 に使用 し、 クライエ ン トの発 言内容や 行動 の変 化 に着 目

して、 自己探 究 を促 す。

(2)カ ウ ンセ リン グの ための主要 な 目標 と、 その下位 目標 を設定 す る。
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(3)目 標連成への行動 を決め、実行計画 を樹立す る。

(4)目 標達成 と計画実践について努力す るこ とを クライエン トが約束する。

(5)下 位 目標や行動計画に関連する行動 を数量的に示 し(読 んだページ数など)、 その

数量の増加又は減少に努力す る。

(6)目 標達成や行動計画 につ いて、近隣 ・家庭 など面接以外の場での実践 を話 し合 う。

クライエ ン トに対する治療技法には、系統的脱感作、現実的脱感作、思考中断、社会

的技能訓練、オペ ラン ト条件づ け、観察学習など多様な ものがあるが、 とりわけ不安 お

よび回避行動の除去のために しば しば使用 され、古典 的条件づ けの原理 を発展 させ た
ア ド

Wolpe,J.(1966)考 案の 系統 的脱 感作(systematicdesensitization)は 、① 不 安階 層表

の作 成 ② 筋 弛緩 の訓練 ③ 脱 感作(敏 感 さの除 去)の 手続 きに よ り実施 され 、 ここで

は 「クラ イエ ン トに不安 や 恐怖 と両 立 しない反 応(適 当 な強度 の筋 弛緩 反応 、主 張 反応

な ど)を 起 こさせ 、不安 ・恐怖 を誘 発 す る条件 刺激 を提 示す る とい う操 作 を反 復す る。

筋 弛緩 反 応 などの強 度が大 で あれ ば、 条件 刺激 を提 示 して も不 安 ・恐怖 は誘 発 され ない。

その結 果、条件刺 激 と不安 ・恐怖 反 応 との連 合 は解 除 され て、条件 刺激 は しだ いに不安 ・

恐 怖 反応 を誘 発す る機能 を失 うよ うに な る(Wolpe)」 ので あ る。

か くして行動 カ ウンセ リングの結果 、 クラ イエ ン トに不安 ・恐 怖事 態 か ら遠 ざか るよ

うに 自覚 させ た り、 自ら不安 ・恐怖事 態 を意 識 して それ を弱体 化 で きる よ うに した り、

不 適 応行 動や不 安 行動 な どを消 滅 させ るよ うに して 、 自 らの望 ま し くない動 機や 衝動 に

抵抗 しうる よ うに、学 習 が進 め られ る。

クラ イエ ン トが 、 自分 の 問題 を確認 しよ うと した り、動機づ け を高 め よ うと した り、

あ るいは新 しい行動 の仕 方 が不 明で迷 って い るよ うな場 合 な どは、行 動 の モデ ル を示 し

て行動 の 型 を把 握 ・理解 させ るこ とも、 きわめ て有意義 であ る。 行動 カ ウンセ リン グで

は 、 クラ イエ ン トの学 習能 力 の存在 が前 提 となって い るので 、 モデル を用 いて の映像 ・

録 音再生 、実 際場 面 の観察 な どの 手続 きに よる観察学 習(observationallearning)や ロ

ー ル ・プ レイ ング(roleplaying)も 有 力な技 法 とな る。

この よ うな間接 的 な経験 に基づ く学 習 は、 直接的 な方 法 と比較 す れば 、適切 なモデ ル

を獲得 し、かつ クラ イエ ン トに相 応 の知的 能 力が 存在 す るこ とに よって 、学 習が 無駄 な

くす みや か に進 行 す るの で、 きわめ て効率 的 と考 え られ る。
　 よ

観察学習 をモデ リング(modeling)と して体系化 したBandura,A.(1977)は 、その

過程 を ① 注意過程 ②保持過程 ③運動再生過程 ④動機づ け過程 の4つ の下位過

程に分析 し、その効果 として ①新 しい反応様式の習得 ②反応の制止 と脱制止 ③ 反

応表出の促進 を挙げている。
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3.他 の立 場 の カ ウンセ リング等 との比 較

現在 、 学校 カウ ンセ ラー が備 えてい る理 論 的背 景 と して最 も有 力 と考 え られ る ものは 、

クラ イエ ン ト中心 的 カ ウンセ リン グ(client・centeredcounseling)で あ るが、行 動 カ ウ

ンセ リン グの本質や 技 法 か ら も明 らか な よ うに、 クラ イエ ン ト中心 的 カウ ンセ リン グ と

の共通 点 は少 な くない。 クライエ ン トの行 動 変容 を 目指 す 行動 カウ ンセ リングで は、 当

然 人格 の 変容 が考慮 され 、 また期 待 され る ところで もある。

クラ イエ ン トが よ り多 くの豊 か な行 動変 容 の機 会 を もつ ため に は、 クラ イエ ン トの 自

主 性 と動機づ け は不 可 欠 であ る。 また 、面 接 中 に 自由 な発 言 と感情 表 出 を促 す には 、親

密 な相 互信 頼 的 な人間 関係 の 中で カ ウンセ ラーの精 神 的 な暖か さの現 れ として の「受容 」

「許 容 」 「共 感」 と、純粋 性 を示 す 「自己一 致 」 は重要 な要 因 であ る。 したが って行 動 カ

ウ ンセ リン グにお いて も、 クラ イエ ン ト中心 的立場 で重 ん じられ る カウ ンセ リング精 神

や カウ ンセ ラー の基 本 的態度 は、む ろ ん尊 重 され る。

また技 法的 に も、 クライエ ン トが 自由 に 多 くを表現 で きる雰 囲気(ラ ポー ト)を カ ウ

ンセ ラー が面接 の初 期 に醸成 し、 その 中で クライエ ン トの 発言 をよ く聴取 し、必要 に応

じて クライエ ン ト中心 的 カ ウンセ リングの技法 で あ る 「問題 の繰 り返 し」や 「感情 の 明

瞭 化」 を用 い、 クラ イエ ン トの 発言 を強化 して フ ィー ドバ ッ クの機 会 を 多 くし、 クラ イ

エ ン トに 自己を十分 に 自覚 させ るこ とが望 まれ る。

い っぽ う行 動 カウ ンセ リングでは 、 クライエ ン トの行 動 の変容 に役 立つ と信ず る とき

は、積 極的 に指 示や助 言 を与 え必 要 な技術 を教 示 す るので 、 カウ ンセ ラー の価 値観 が 強

力に表 出 され る こ と も少 な くない。 この よ うに、認 知 的水準 で クラ イエ ン トの問題 解決

を促 進 させ 、 また 内面的要 素 を さほ ど強調 しな い とい うこ とにつ いて は、前述 の特 性 因

子論 的 カウ ンセ リング との類 似点 を もつ と言 え よ う。

さ らに行動 カ ウ ンセ リン グは、 治療 的観 点 で実践 され るばか りで は な く、 む しろ予 防

的 観点 に た って全生徒 を漏れ な く対 象 として 、劾 率 よ く十分 な機 能 を発揮 しな ければ な

ら ないの で、開 発的 カウ ンセ リング(developmentalcounseling)の 発想 とも一致 す る。

その他 、行 動 カウ ンセ リン グは、 カ ウ ンセ ラー が行動分 析 ・行 動計 画 を行 っ て、最終

行動 目標 に対 す る下位 行動 目標 を設定 し、 学習過 程 の細 分化 に よって クライエ ン トが で

きるだ け前進 しや す く蹟 きを起 こ させ ないため の、 小刻 みの 階段 を設 ける とい うスモー

ル ・ステ ップ スの原理 の上 に成 立 して いる。 したが って、 同様の 学習理 論 に基づ いて展

開 され る個別 的学 習指 導 法で あ るプ ロ グラム学 習(programmedlearning)と も共 通す

る面 を有 して い る。
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4.行 動 カウンセ リングによる進路相談

筆者が1988年 度か ら1990年 度 までの3年 間に担当 した進路相談学生 計52名 の うち、実

に9割 に相当す る47名 は、何 らかの意味で進路ない し自己に関する知識 ・情報の不足に

基づ く問題や悩 みをもつ クライエン トであった。 またその8割 の37名 は、 自主性や積極

性が欠如 していて、適切 な進路選択や進路決定がで きない状態であった り、あるいは進

路選択 ・決定 に対する不安や 自信喪失のために、それ を回避 し続け、ついには 自己の進

路 を他人の指示ないし偶然の機会に任せ るような態度 を示 した りした。

元来進路相談には、進路選択 ・決定の基盤 となるクライエン ト自身の興味 ・適性 ・価

値観や進路先の産業 ・職業 ・職務や現実 などに関す る知識 ・情報の提供 を真 っ先 に必要

とする認知的水準のケー スが少な くない。 この ような場合、純粋に情緒的水準 を保持 し

て カウンセ リングを続 けることは困難であ り、 またそれに拘泥 していると効率が著 しく

低下す る。 したがって、 まず クライエ ン トに積極的に情報収集の実行 を促 した り、ある

いは適切 な情報 を提供 して、 クライエ ン トが多少 とも抱いている不安感などを払拭、除

去 して、賢明な意志決定や円滑な思考がで きるように援助す ることが肝要である。前述
り

のGelattも 、賢明な意志決定には信頼で きる正確 な情報の収集 と活用が不可決で あると

主張 し、そのためにカウンセラーは クライエン トにい くつかの進路の方向を明確 に定め、

それ らに関連の ある判断資料 を選定 して意志決定に利用 させ、またその決定に際 し、 ク

ライエン トが 自ら責任を もつべ きであるこ とを学ぶ ように援助す る必要 がある と言及 し

ている。

進路選択 ・決定に対す る不安 が除去 され、進路選択 ・決定行動が 自主的にある程度可
　 　

能 とな った クライエ ン トに対 す る適切 な援助 のため に、KrumboltzとBakerは 行動 カウ

ンセ リン グに よる進 路相 談 の一般 的手 順 と して、つ ぎの8段 階 を示 して い る。 これは 、
ユい

Magoon,T.M.(1969)の 効 果 的問題 解 決(effectiveproblemsolving:EPS)モ デ ル

を参酌 して提示 され た もの で あ る。

(1)問 題 点 お よび クライエ ン トの 目標 を明確 化 す る(カ ウンセ ラー の 考 え る 目標 とク

ラ イエ ン トの それ とは、一 致 しな くて もよいが 少 な くとも両 立す るこ と)。

(2)カ ウンセ リングの 目標 を達 成 す る こ とにつ い て、 カ ウンセ ラー と クラ イエ ン トと

が 同意 す る。

(3)い くつ かの 間題解 決 法 を、 ともに考 え る。

(4)そ れ ぞれ の解決 法 につ いての情 報 ・資料 を収 集 す る。

(5)そ れ ぞれ の解決 法 に よって得 た結果 につ いて検討 す る。

(6)目 標 、解決 法お よび結 果 につ い て再 評価 す る。

(7)新 た な展開 ない し機 会 を得 て、 どの解 決法 に決 定 を下す か 、 または何 れ か を暫 定
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的に選ぶかを決め る。

(8)以 上の意志決定の過程 を別の新 しい問題に適用 し、般化を進める。

また具体 的技法 として、クライエ ン トの強度の不安 ・回避反応の除去のためには系統

的脱感作、逆条件づ けなどを、知識 ・情報収集の促進 には観察学習、強化随伴操作など

を、職業 ・職務の理解には模擬的経験による仕事経験 キッ トの利用などを、それぞれと

くに有効 な もの として挙げることができる。

か くして、 クライエン トが 自主的に情報の収集や獲得 を果た し、進路相談の面接の場

が構成されると、 クライエン トは進路選択 ・決定のための具体的計画の樹立について十

分な意欲 を示 し、動機づけを高めてい くが、これらはすべてカウンラーの援助 と望 まし

い人間関係の中で一層強力なもの となる。 このような過程でカウンセラーは、 クライエ

ン トに対 し各種の働 きかけをすることによって、 クライエン トの行動 を変容 し改善す る。

上述のようなカウンセ リング経験の積み重ねによって、将来人生や進路の上で何 らか

の解決や決定の必要が生 じた とき、 自らの 「意志決定」 を最 も適切に独力でなしうるよ

うに、 クライエ ン トに十分に学習 させ ることが、進路相談における行動 カウンセ リング

の究極の 目的である。

結 語

進路相談の目的は、個別的な相談によって クライエン トが賢明に進路選択 ・決定を行

った り、 自ら進路計画 を樹立 した りする能 力を高め、かつその方法 を修得 しうるように

援助す るこ とである。それによって クライエ ン トが、今後遭遇するさまざまな問題や 人

生の岐路に対 して適切 な解決法や生 き方を見い出した り、数 多の機会に求め られる賢明

な意志決定ができるようになることを究極の目的 とす るものである。

行動 カウンセ リングは、進路相談の目的のための最 も効果的な機能 を有 している。進

路相談 が、主 として深刻な情緒的、人格的問題 をもつ クライエン トを対象 とする治療的、

矯正的カウンセ リングとは異な り、将来の進路すなわち人生の生 き方 という普遍的な、

すべての生徒が対象 となる性質の ものであるとい うことを考慮するとき、行動カウンセ

リングは実践が比較的容易で実用的であ り、 しか も効率化がはかれるので、進路相談に

おいて最 も一般的 な、中核的方法 として位置づ けられるもの と考えられる。
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